
 
 
 
 
 
 

 
                     
 

利用ガイド 
 
 

フリー版では、サポートサービスはご提供されません。 
予めご了承ください。 
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第１章 はじめに 
 
『ShareMouse 4 フリー版』（以下「ShareMouse」）は、一つのマウスとキ

ーボードで、複数台のパソコンの操作を可能にするマウス、キーボードの

共有ツールです。Windows だけでなく、macOS にも対応しているほか、

パソコン間のファイルコピー機能も搭載しており、ドラッグ＆ドロップやショ

ートカットキーなどで、PC 間のデータコピーを行うことができます。 
 
 
１-１ 動作環境 

 
＜必要なシステム＞ 

 
 
１-２ 注意事項 

 
■ フリー版では、サポートサービスはご提供されません。予めご了承く

ださい。 
■ ご利用には、最低 2 台の PC が必要となり、各 PC にはそれぞれモニ

ターが必要です。 
※フリー版では、2 台の PC でご利用いただけます。マルチモニター

環境でご利用いただくには、製品版が必要です。 
 
 

対応 OS： 日本語 Windows 10/8/7  
※32 ビット版、64 ビット版に対応 
日本語 macOS 10.7以上 
※Mac版はダウンロードでの提供となります。 

対応機種： 上記OSが正常に動作するパソコン（PC/AT互換

機）、Mac 
対応 CPU： 1GHz 以上のインテル互換 CPU 
メモリ： 2GB 以上（4GB 以上を推奨） 
ハードディスク： 300MB 以上の空き領域 
その他 ライセンス認証時にインターネット接続が必要。 
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■ マウスを共有するPCは、同一LAN上（無線/有線）にある必要があり

ます。 
■ 離れた（見えない）PC の操作には適していません。 
■ ライセンス認証するためには、インターネット接続が必要です。 
■ ライセンス認証は、1 台の PC 上でのみ行ってください。 
■ インストール、アップデート時などは、ローカル接続されたマウス、キ

ーボードがそれぞれの PC に必要です。 
■ 仮想 PC ではご利用できません。 
■ PC 切り替え機や他の類似製品との併用はできません。 
■ ネットワークの使用状況等により、マウス/キーボードの反応に影響が

出ることがあります。 
 

 
＜機能比較＞

 ShareMouse 4  

フリー版 

ShareMouse 4 

Pro 

マウス、キーボードの共有 2 台まで 9 台まで 
Windows/Mac 対応 〇 〇 
PC 間でのデータコピー × 〇 
パスワード保護 × 〇 
シャットダウンなどイベントの同期 × 〇 
切り替えの防止機能 × 〇 
モニターの周回 × 〇 
サイズの異なるモニター間のサイズ補正 × 〇 
マルチモニター対応 × 4 台まで 
法人利用 × 〇 
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第２章 ShareMouse のインストール 
 

２-１ インストール 
 

(1) ダウンロードした Zip ファイルを展開すると、以下の内容になります。 
Windows にインストールする場合は「Windows」フォルダを開き、exe
をダブルクリックしてください。Mac へのインストールは『２－２』をご参照

ください。 

 
 

(2) 以下の画面が表示されます。「次へ」をクリックするとインストールが開始

されます。 
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※ ユーザーアカウント制御画面が表示された場合は「はい」をクリックして

ください。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3) 下記の画面になりましたら「完了」をクリックしてください。 

 
 

 

(4) タスクトレイに ShareMouse のアイコンが現れます。 

 
 

※ 2 台目以降のインストールの場合は、アイコンが   になる場合があり

ます。アイコンの表示につきましては『４－８』をご参照ください。 
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Windows 7/8.1 で、タスクトレイのアイコンが表示されない場合 

 
タスクバーの  をクリックし、「カスタマイズ....」をクリック 
します。 
 
「通知領域アイコン」の設定画面が表示されます。 
ソフトウェア一覧から ShareMouse を見つけ、「アイコン 

と通知を表示」を選択し「OK」してください。 
 

(5) 同様に、ShareMouse を使用したい PC にインストールしてください。 
Mac へのインストールにつきましては『２－２』をご参照ください。 
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２-２ Mac へのインストール 
 

(1) ダウンロードしたZipファイルを展開し、「mac」フォルダ内のdmgファイ

ルを実行してください。 

 
 

(2) インストールが開始されます。 

 

 

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

(3) 完了後、Launchpad から ShareMouse を選択します。 
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(4) ShareMouse を動作させるために必要な設定についてのメッセージが

表示されます。「システム環境設定を開く」をクリックしてください。 

 
 

(5) 「セキュリティとプライバシー」が開きます。設定を変更するには、カギを

クリックしてロックを解除します。 
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(6) 「ShareMouse」にチェックを入れたあと、またカギをクリックしてロックし

てください。 

 
 

 

 
 

 
(7) 以上の設定で、この MacOS 上での ShareMouse のリモートコントロー

ルが許可されました。設定画面は閉じてください。 
ShareMouse が自動起動しない場合は Launchpad 等から手動で起

動するか、PC を再起動してください。 
 

※ ログイン後に ShareMouse が自動起動しない場合は、『４－７』の設定

をご確認ください。 
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２-３ ライセンスの登録 
 
※ この操作は、フリー版を製品化する場合に行ってください。 

 
※ ライセンスの登録は、メインとなる PC 1 台だけに行います。同一のライ

センスキーを、複数の PC に適用しないでください。 

 

(1) タスクトレイの ShareMouse のアイコンをクリックし「ライセンスキーの登

録」をクリックしてください。 

 
 
 

※ Windows 7/8.1 で、タスクトレイのアイコンが表示されない場合は、8 ペ

ージをご参照ください。『６－１ よくある質問』もご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

ライセンスキーの登録は、メインとなる PC１台だけに行ってくださ

い。 

複数ライセンスをお持ちでグループを分けて使用したい場合はパ

スワードの設定が必要です。パスワードの設定は『４－４』をご参

照ください。 
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(2) ライセンスキーの入力画面が表示されます。ライセンスキーをコピー＆

ペーストし、「登録」をクリックしてください。 

 
 

 

(3) 下記のメッセージが表示されましたら正常に登録が完了です。「OK」を

クリックしてください。 

 
 
※ ライセンス認証後に他の ShareMouse に接続できない場合は、PC を再

起動してください。 
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※ アイコンの表示につきましては

『４－８』をご参照ください。 

第３章 使い方 
 
『ShareMouse』は、2 台以上の PCにインストールして使用する製品です。2
台以上の PC へインストールが完了し自動的に接続が完了すると、下記のア

イコンになります。使用方法は、下記の手順をご確認ください。 

 
 

 

３-１ モニターの配置 
 

実際の PC の位置関係が正しく認識されていないと操作しづらくなりますの

で、まずこの設定をご確認ください。万一、マウスが思い通りの方向に進まな

いなどの現象が発生した場合にも、こちらの設定をご確認ください。 
 
この設定は、ShareMouse をインストールしてあるどの PC からでも同様に行

えます。 
 

(1) ShareMouse のアイコンをクリックすると 
メニューが表示されます。「モニターマネー 

ジャー」をクリックしてください。 

 

 
  

  

  

  

 

モニターマネージャーは設定

画面から開くこともできます。 
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(2) モニターマネージャーが開きます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
 
 
 
 

(3) 同時に、他の PC の画面には、下記のようにモニターマネージャーに対

応した文字が大きく表示されます。 
  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

操作している PC 

操作している PC 
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(4) モニターマネージャー上で、モニターをドラッグ＆ドロップし、操作しや

すい配置に設定してください。 
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３-２ マウスカーソルの移動 
 

 
 
モニタの端にマウスカーソルを移動すると、別のコンピュータにカーソルが移

動します。 
1台のマウスとキーボードで、最大9台までのPCを操作することができます。 
カーソルの移動に合わせて、他のPCでマウスの操作やキーボードの入力を

行うことができます。複数台の PC を並べていても、マウスとキーボードは、1
つあれば済みます。 
 
Windows 同士の PC だけなく、Windows から Mac を制御したり、Mac から

Windows を制御したり、Mac 間の制御も可能です。 
 

 

マウスカーソルがどこに行ったかわからなくなってしまった場合は、

ESC キーを２回押してください。（パニック ホットキー） 

 

リモート操作を終了し、マウスカーソルが操作している PC に戻ります。 

パニック ホットキーの設定は『４－６』をご参照ください。 

フリー版では、2台のPCでご利用いただけます。マルチモニター環境

でご利用いただくには、製品版が必要です。 
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３-３ データの移動 
 

 

 
 
マウスのドラッグ＆ドロップで、PC 間のデータをコピーすることができます。 
 
<Ctrl>＋<C>、<Ctrl>＋<V>などのショートカットキーを使用して、PC 間を

またがって、別のパソコンにファイルやフォルダをコピーしたり、テキストをコピ

ー&ペーストすることができます。 
 
※ Windows、Mac 間のデータコピーも可能です。 

 

※ 右クリックメニューの「貼り付け」は動作しません。<Ctrl>＋<V>のショー

トカットをご利用ください。 

 

※ 中身が空のファイル（0 バイトのファイル）は、コピーできません。 

 

この機能を使用するには製品版が必要です。   
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第４章 設定 
 

４-１ ShareMouse の設定 
 

ShareMouse の設定画面を表示するには、タスクトレイのアイコンをクリックし

「設定」をクリックします。 

 
 

Mac では画面の右上にアイコンがあります。 
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４-２ 切り替え 
 
画面の切り替えについての設定を行えます。 

 
 
モニターの大きさを均等にする  

モニターの大きさが異なる場合でも、マウスの移動がスムーズに行えま

す。 

 
 

 

モニターを周回する  

端まで行った場合、スタートしたモニターの逆側に戻ってきます。 

 
 

以下の場合はモニターを切り替えない 

   チェックを入れた項目では、マウスの移動は行われません。 

 

＜チェックを入れない場合＞ ＜チェックを入れた場合＞ 

この機能を使用するには製品版が必要です。 

この機能を使用するには製品版が必要です。 

この機能を使用するには製品版が必要です。 
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クイック ジャンプ ホットキー 

指定したキーを押すと、別のモニターにマウスカーソルがジャンプしま

す。2 台で使用時は他方へジャンプします。3 台以上で使用時は、ジャ

ンプしたいモニターのアルファベットのキーを押してください。 

 

 

 

 

 

 

 
４-３ 共有 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データー交換  

PC 間のデータの移動、「コピー」「貼り付け」を行えるようにします。 
 

この PC でリモートイベントを同期する 

チェックを入れると、ShareMouse がインストールされている他の PC の

動きに連動します。 
＜例＞「シャットダウン」にチェックを入れた場合、接続されている他の

PC がシャットダウンすると、チェックを入れた PC も連動してシャットダウ

ンします。 
※ ご利用の OS、ハードウェア環境により動作しない場合もあります。 

この機能を使用するには製品版が必要です。   
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４-４ ネットワーク（パスワード設定） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セキュリティ 

ShareMouse のパスワードを設定します。同じパスワードを設定し

た PC はグループ化され、通信が暗号化されるので安全にリモート

操作を行うことができます。異なるパスワードが設定されている PC へ
は、アクセスすることができません。 
リモート操作を行いたい PC にそれぞれ同一のパスワードを設定してく

ださい。 
 

 

オンラインアップデート 

   オンラインアップデートを行う/行わないの設定ができます。 

 

ローカルネットワーク構成 

   使用可能なローカルポートを検索できます。 

 

 

 

 

 

パスワードはこちら

で設定できます。 

この機能を使用するには製品版が必要です。 
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４-５ クライアント 
 

 
 
手動クライアント構成 

クライアントの構成（接続されている他の PC）を確認できます。 
IP アドレスと TCP ポートを指定して、手動でクライアントを追加すること

も可能です。 
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４-６ その他 
 

 
 

＜ESC＞キーを押して、リモートコントロールを終了します 

マウスカーソルがどこにあるかわからなくなってしまった場合、ESC キｰ

を 2 回（初期設定）押すことで、操作している PC に戻ります。ESC キー

を押す回数は任意に変更できます。（パニック ホットキー） 
 

この PC で Ctrl+Alt+Del として解釈する 

Ctrl+Alt+Del の代替えホットキーを設定できます。 
 

非アクティブモニターを暗くする 

チェックを入れると、非アクティブのモニターは暗転します。暗さを指定

できます。 

 

スクロール速度 

マウスのスクロールする速度を変更できます。 

 

スクロール方向を反転 

画面のスクロール方向が通常と逆になります。 

 

トレイ通知を表示する 

画面右下に表示されるポップアップメッセージのON/OFFを切り替えら

れます。 

この機能を使用するには製品版が必要です。 
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４-７ Mac での設定 
 

ログイン時に ShareMouse を起動させたい場合は、設定画面を開き「その

他」の下記の 2 か所にチェックを入れてください。 

 
 
 
ログイン時に起動する 

ログインした際に ShareMouse が自動起動します。 
 

ログイン画面で起動する 

リモートでログインしたい場合など、ログイン画面で ShareMouse を起

動させたい場合にチェックを入れてください。 
 

※ Mac の他の設定項目につきましては『４－１～６』をご参照ください。 
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４-８ アイコンについて 
 
ShareMouse の現在のステータスを示します。Windows ではタスク

バーの右に、Mac ではステータスバーの右に表示されます。 
 

 
 

 

アイコン 説明 

 

ShareMouse がロードされ、ネットワーク上の別のクライ

アントによる接続を待機しています。これが初期状態で

す。 

 

正常です。ネットワーク上で他の ShareMouse と同期が

完了し、リモートコントロールを開始できます。 

 

別の PC をリモートコントロールしており、カーソル位置と

キーボードをリモート PC に送信しています。 

 

ShareMouse は一時的に無効になっています。 

 

問題があり動作していません。アイコンをクリックすると詳

細が表示されます。 

例：  

 

ネットワークアダプタを検出していないか、設定を待機中

です。アイコンをクリックすると詳細が表示されます。 
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第５章 アンインストール 
 

５-１ ライセンスの削除 
※ フリー版のアンインストールではこの操作は不要です。『５－２』、『５－

３』の手順を行ってください。 

 

 

(1) タスクトレイのアイコンをクリックし、「ShareMouse について」をクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

 

(2) 「ライセンスの削除」をクリックしてください。 

 
 



 第５章 アンインストール 

28 
 

※ 「ライセンスの削除」ボタンがない場合は、リモートで認証されている

PC ですのでこの操作は不要です。『５－２』にお進みください。 

 
 

(3) 確認のメッセージが表示されます。「はい」、「OK」をクリックしてくださ

い。 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

５-２ ShareMouse を終了する 

 

(1) ShareMouse のアイコンをクリックし、終了を選択します。 

 

  

  

 

  

 
   ＜Windows＞                   ＜Mac＞ 

 

(2) タスクトレイ、メニューバーから ShareMouse のアイコンが消えます。 
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(1) スタートボタンより「Windows シ
ステムツール」－「コントロールパ

ネル」を開きます。 

５-３ アンインストールする 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(2) 「プログラムのアンインストール」画面から「ShareMouse」を右クリック

「アンインストール」をクリックしてください。 
 

 
  
 
  

  

  

 

(3) 確認メッセージが表示されますので「はい」をクリックし、設定ファイルを

削除するかどうか選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 「OK」をクリックしアンインストールが完了です。 
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５-４ Mac でのアンインストール 
 
(1) 『５－１』『５－２』をご確認ください。 

 
(2) Finder から「アプリケーション」をクリックしてください。 

 
 
 

(3) ShareMouse のアイコンをごみ箱に入れて、アンインストールは完了で

す。 
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第６章 その他 
 

６-１ よくある質問 
 

ライフボートのホームページ（http://lifeboat.jp/）で、ShareMouse のよくあ

る質問と回答を公開しておりますのでご活用ください。 
 
ホームページトップの上部にある「FAQ」をクリックし、製品名「ShareMouse 
4 Pro」をお選びください。 
http://www.lifeboat.jp/support/faq/tbl_sm4.php 
 

【FAQ 掲載一例】 

・タスクトレイの ShareMouse のアイコンが見つかりません 

・ShareMouse の設定をデフォルトに戻す方法はありますか。 

・マウスの動きがカクカクします。  

 

 

※ フリー版のサポートは行っておりませんのでご了承ください。 

http://www.lifeboat.jp/support/faq/tbl_sm4.php


 

 

 

使用許諾契約書 

当製品をご使用前に、下記のライセンス契約書を必ずお読みください。本使用許諾契約書（以下「本契約」

といいます）は、下記に示されたライフボート ソフトウェア製品（以下「ソフトウェア製品」といいます）に関してお

客様（以下「甲」といいます）と株式会社ライフボート（以下「乙」といいます）との間に締結される契約書です。

ソフトウェア製品を開封、インストール、複製、または使用することによって、お客様は本契約の条項に同意し、

契約が成立したものとします。本契約の条項に同意されない場合、株式会社ライフボートは、お客様にソフト

ウェア製品のインストール、使用または複製のいずれも許諾できませんので、予めご了承ください。 

 

第 1 条 定義 

1. ソフトウェア製品 

本契約に基づき、乙が甲に提供するプログラ

ムおよび関連資料を包括していい、改良版

のソフトウェア製品が提供された場合には、

当該改良版のソフトウェア製品をいう。 

2. プログラム 

機械読取可能な形式で提供されるデ－タ

処理プログラムをいう。 

3. 関連資料 

プログラム以外の資料で、乙がプログラムの

使用に関連して提供する、乙指定の資料を

いう。 

第 2 条 契約の目的 

乙は甲に対しソフトウェア製品を非独占的に使

用する譲渡不能な権利を許諾する。 

第 3 条 契約期間 

本契約は、本契約成立時から、甲または乙が

本契約に従い解約するまで存続する。 

第 4 条 使用権 

1. 甲は、プログラムを1ライセンスに付き1台のコ

ンピュータで使用することができる。また、印

刷物の形で提供されたソフトウェア製品を本

契約の目的に従って使用することができる。 

2. 甲は、本契約に基づく使用権につき再使用

権を設定し、またはソフトウェア製品もしくは

その複製物を第三者に譲渡、転貸もしくは

占有の移転をしてはならない。ただし、甲の

管理の下で甲のためにソフトウェア製品を第

三者に使用させる場合はこの限りでなく、甲

の使用とみなすものとする。 

3. 甲がマルチライセンスパックを購入した場合、

本契約以外の書面（パッケージ等）において

指定される許諾数だけのコンピュータにインス

トールできる。 

 

第 5 条 複製権 

甲は、ソフトウェア製品の一部または全部をバッ

クアップコピー作成のためにのみ、複製及び複写

することができる。甲は上記の目的以外のため

に、ソフトウェア製品の一部または全部を、メディ

アを問わず、転写、複製または複写してはなら

ない。 

第 6 条 危険負担 

納入前に生じたソフトウェア製品および記録媒

体の喪失または損傷は、甲の責に帰すべきもの

を除き乙の負担とし、納入以後に生じたこれら

の損害は乙の責に帰すべきものを除き甲の負

担とする。 

第 7 条 保証 

1. ソフトウェア製品の媒体及び関連資料に、物

理的欠陥がある場合、甲がソフトウェア製品

を購入してから90日間に限り、無償で乙より

交換を受けることができる。 

2. 乙は、ソフトウェア製品が甲の特定の使用目

的に適合することを保証するものではない。

また、前項において明示する場合を除き、本

ソフトウェア及びサポートサービスに関して一

切の保証を行わないものとする 

3. 前各項の定めは、本契約に基づく法律上の

瑕疵担保責任を含む、乙の保証責任のす

べてを指定したものとする。 

第 8 条 乙の責任および責任の制限 

1. プログラムの不稼働を含む稼働不良のすべ

ての場合において、乙の責任は誤りの訂正

に合理的努力を尽すことに限られるものとす

る。 

2. 法律上の請求の原因の種類を問わず、乙

は、法律上許容される最大限において、本

ソフトウェア製品の使用もしくは使用不能、

サポートサービスの提供もしくは提供不能ま

たはその他本契約書に関して生じる特別損

害、付随的損害、間接損害、派生的損害、
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またはその他の一切の損害 (逸失利益、機

密情報もしくはその他の情報の喪失、事業

の中断、人身傷害、プライバシーの喪失、誠

実義務または合理的な注意義務を含めた

義務の不履行、過失、またはその他の金銭

的損失を含むがこれらに限定されない) に関

しては、乙の過誤、不法行為（過失を含む）、

無過失責任、契約違反または保証違反の 

場合であっても、一切責任を負わないものと

する。たとえ、乙がこのような損害の可能性

について知らされていた場合でも同様であ

る。 

3. 本ソフトウェア又はサポートサービスに起因し

て、甲、もしくはその他の第三者に生じた結

果的損害、付随的損害及び逸失利益に関

して、乙は一切の責任を負わないものとする。

本契約のもとで、理由の如何を問わず、乙

が甲、又はその他の第三者に対して負担す

る責任の総額は、損害の原因となった本ソフ

トウェアに対して本契約のもとで甲が実際に

乙へ支払った対価の１００％を上限とする。 

第 9 条 著作権等の侵害に関する損害賠償責

任 

1. ソフトウェア製品の使用が、第三者の著作

権または工業所有権等の知的所有権を侵

害したという理由で、甲が第三者より請求を

受けた場合には、甲が次の各号所定のすべ

ての要件を満たす場合には、乙の責任と費

用負担で、当該請求を処理解決するものと

し、甲に一切の損害を及ぼさないものとす

る。 

(1) 甲が第三者から請求を受けた日から

速やかに、乙に対し請求の事実およ

び内容を通知すること。 

(2) 甲が第三者との交渉または訴訟の遂

行に関し、乙に実質的な参加の機会

および決定の権限を与え、ならびに必

要な援助をすること。 

2. 乙は、甲が次の各号の一に該当する場合に

は、甲に対し前項所定の責任を負わない。 

(1) 甲が乙提供以外のプログラムと組合

わせて使用したことに起因するとき。 

(2) 甲が本契約に違反してソフトウェア製

品を使用したことに起因するとき。 

第 10 条 ソフトウェア製品の変更または改作 

甲は、自己の使用のため、必要な場合を除き

「乙の許可なく」ソフトウェア製品を変更、または

改作してはならない。 

第 11 条 解約および解除 

1. 甲は、乙に30日前の書面による通知をして、

任意に解約することができる。 

2. 甲または乙は、相手方に次の各号に掲げる

事由の一が生じたときには、なんらの催告な

しに直ちに本契約を解除することができる。 

(1) 支払いの停止または破産、和議開始、

会社更正手続開始、会社整理開始

もしくは特別清算開始の申立があった

とき。 

(2) 手形交換所の停止処分をうけたと

き。 

3. 甲または乙は、本契約に違反すること等相

手方の債務不履行が相当期間を定めてし

た催告後も是正されないときは、本契約を

解除することができる。 

4. 前各項の適用によりソフトウェア製品の使用

権が消滅した場合には、甲は返還または破

棄の手続きを行うものとする。 

第 12 条 ソフトウェア製品の返還または破棄 

1. 甲は、使用権の消滅後2週間以内にソフト

ウェア製品およびすべての複製物（変更また

は改作されたものを含む）を、乙に返還しま

たは破棄するものとする。 

2. 甲は、前項による返還または破棄と同時に、

前項所定の事実を証明する書類を乙に提

出する。 

第 13 条 合意管轄 

本契約に関し訴訟の必要が生じた場合には、

乙本店所在地を管轄する裁判所を専属管轄

裁判所とする。 

第 14 条 協議 

本契約に関して疑義が生じた場合には、両当

事者は信義誠実の原則に従い協議するものと

する。

本契約に関して不明な点がございましたら、下記宛てに書面にてご連絡いただくよう申し上げます。 

〒101-0051 東京都千代田区神田神保町 2-2-34  株式会社ライフボート 
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